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決戦！川中島
９月 25日

　晴天の下、浅木小学校で秋季大
運動会が開催されました。決戦！
川中島では大将同士の一騎打ちと
なり、白熱した勝負に熱い視線と
歓声が上がりました。
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　９月定例会は、９月２日から23日まで22日間

開催されました。

　議案は、平成27年度一般会計と９特別会計の

決算、条例の改正、財産の処分、平成28年度一

般会計と特別会計の補正予算など、27件が上程

され、慎重審議を行いました。

会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額
一般会計 ７５億２６６８万円 ７３億２７１８万円 １億９９５０万円

特

別

会

計

国民健康保険事業 ２７億７３４６万円 ２７億２２５２万円 ５０９４万円
住宅新築資金等貸付事業 ７８１万円 ７２５万円 ５６万円
遠賀霊園事業 １億　　８２万円 ９８２０万円 ２６２万円
学校給食事業 ４億６９７５万円 ４億６９７３万円 ２万円
地域下水道事業 ６９５５万円 ６４６７万円 ４８８万円
農業集落排水事業 ９２７４万円 ９００７万円 ２６７万円
公共下水道事業 ５億６４９６万円 ５億５３４７万円 １１４９万円
土地取得 ５０３７万円 ５０３７万円 ０万円
後期高齢者医療 ３億　４２５万円 ２億９８４４万円 ５８１万円

町税の税目別収入状況

一般会計 歳 入　　（万円未満四捨五入）

（万円未満四捨五入）

運営を

歳入総額
７５億２６６８万円

固定資産税
9 億 1931 万円

たばこ税
1 億 4862 万円

軽自動車税
4544 万円

町民税
9 億 2651 万円

監査委員指摘事項
　本年度の決算状況をみると、実質単年
度収支は９６６９万円の黒字であり、実
質収支比率は4.7％となっている。経常収
支比率は89.7％と前年度比3.0ポイント
低下、実質公債比率は6.8％と前年度比
0.7ポイント低下しており改善されてい
る。決算額は歳入が前年度比8.1％増、歳
出8.7％増となっており、決算規模は拡大
している。
　厳しい財政状況が続く中、今後も少子
高齢化の進展に伴う社会保障に係る経費
や、公共施設の維持管理費、遠賀川駅南
の整備事業など財政需要の増加が見込ま
れる。したがって、歳入については、国
や県などの依存財源と町税などの自主財
源確保に加えて、収納対策による収入未
済額の縮減に努める一方、歳出について
は限られた財源の中で、効率的・効果的
な事務遂行を行いより健全な財政運営が
図られるよう努められたい。

運営を

 平成27 年度　各会計歳入歳出決算一覧 （万円未満四捨五入）

平成 27 年度  20 億 3988 万円

定例会９月

自主財源　40.6％
（内訳）
町　　税　 27.1％　 繰 入 金　　4.1％
分担金・負担金　　3.0％　 繰 越 金　　3.0％
諸 収 入　　1.7％　 そ の 他　　1.7％

依存財源　59.4％
（内訳）
国・県支出金　 25.8％　 地方交付税　 20.5％
町債（借入金）　　6.4％　 地方消費税交付金　　4.8％
そ の 他　　1.9％
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※町財政状況の詳細は、遠賀町ホームページ（http://www.town.onga.lg.jp/）を
　ご覧ください。

民生費

２４億９８１０万円

総務費

１１億２５００万円

土木費
　　

６億９０４４万円

教育費

１３億７０３８万円

公債費
（借入金の返済）

５億２５２８万円

衛生費

４億６７２９万円

消防費

２億４５８９万円

その他

４億　４８０万円

一般会計 歳 出　 （万円未満四捨五入）

　平成 27 年度 決算認定
教育費・民生費の増額で、決算規模が大幅に拡大

国・県からの支出金や地方交付税などの依存財源に
分けられますが、自主財源比率は 40.6％と前年度
比 1.2 ポイントの減です。
　特別会計では、国民健康保険事業の歳出が２７億
２２５２万円と前年度比で２億６９０３万円の増額
です。
　増加した主なものは、事業対象の医療費が拡大さ
れたことに伴う共同事業拠出金。減額した主なもの
は、被保険者数および一人当たりの医療費の減少に
伴う保険給付費です。

　平成 27 年度一般会計の決算内容は、歳出総額
７３億２７１８万円となり、前年度に比べると６億
７１１８万円と、10.1％の大幅な増額になっていま
す。
　増加した主なものは教育費と民生費で、教育費は
食育交流・防災センター建築工事に係る操出金およ
びコミュニティーセンター改修工事に係る工事請負
費の増。民生費は国民健康保険事業特別会計への操
出金の増によるものです。
　また、町の主な財源は、町税などの自主財源と、

（一般会計・国民健康保険事業特別会計・

　後期高齢者医療特別会計　　賛成多数認定）

（その他すべて　　　　　　　全員一致認定）

健全な財政 健全な財政 

（内訳）
農林水産業費　２億３８５８万円
議　 会 　費　１億１１６０万円
商 　工 　費　　　５４６２万円
災 害 復 旧 費　　　　　　０万円

歳出総額
７３億２７１８万円

民生費
34.1％

総務費
15.4％

土木費
9.4％

教育費
18.7％

消防費
3.3％

その他
5.5％

衛生費
6.4％

公債費
（借入金の返済）
7.2％

限られた財源限られた財源
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委
員
長
報
告

　

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
収
入
確
保
の
努
力
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
る
か
」
に
着

目
し
、
具
体
的
に
は
、「
町
税

の
徴
収
が
効
果
的
に
な
さ
れ

て
い
る
か
」「
補
助
金
を
予
算

ど
お
り
に
確
保
で
き
て
い
る

か
」「
そ
の
他
の
収
入
確
保
の

努
力
が
十
分
で
あ
っ
た
か
」

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
議
決
さ
れ
た
予
算
が
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
た

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
事
業

効
果
が
上
が
っ
た
か
」
に
着

目
し
、
具
体
的
に
は
「
支
出

が
適
法
適
正
に
な
さ
れ
て
い

る
か
」「
不
用
額
は
妥
当
で
あ

右
か
ら

委
員

中
野　

嘉
徳

尾
下　

康
文

委
員
長

仲
野
新
三
郎

副
委
員
長

加
藤
陽
一
郎

委
員

田
代　

順
二

萩
本　

悦
子

る
か
」「
予
算
の
流
用
や
予
備

費
の
充
当
は
適
正
か
」「
補
助

金
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る

か
」
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
下
記
の
よ
う

な
指
摘
を
し
て
、
全
議
案
を

認
定
し
ま
し
た
。

　

次
の
指
摘
事
項
は
、
町
執

行
部
で
検
討
さ
れ
、
平
成
29

年
３
月
定
例
会
で
報
告
さ
れ

ま
す
。

　

災
害
対
策
の
備
蓄
品
に
つ

い
て
は
、
熊
本
地
震
等
の
実

情
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

長
期
保
存
可
能
な
備
蓄
食
料

の
検
討
等
、
内
容
の
充
実
を

図
る
べ
き
だ
。

指
摘
２

　

選
挙
啓
発
に
つ
い
て
は
、

18
歳
選
挙
権
へ
の
引
き
下
げ

に
伴
い
、
若
い
世
代
の
選
挙

啓
発
団
体
育
成
の
検
討
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。

指
摘
３

　

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産

に
つ
い
て
は
、
申
告
漏
れ
の

見
落
と
し
が
な
い
よ
う
、
公

平
の
原
則
か
ら
調
査
を
実
施

す
べ
き
だ
。

　

本
町
の
、
ご
み
の
一
人
当

た
り
排
出
量
に
つ
い
て
は
、

中
間
市
・
遠
賀
郡
内
で
過
去

よ
り
本
町
が
最
も
多
い
状
況

に
あ
り
、
そ
の
原
因
究
明
に

取
り
組
む
べ
き
だ
。

　

駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
19
時

閉
館
を
20
時
閉
館
に
す
る
な

ど
、
駅
利
用
者
等
の
利
便
性

や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
事
業
と

の
事
業
効
果
を
考
慮
し
た
対

応
を
実
施
す
べ
き
だ
。

　

遠
賀
川
駅
前
の
駐
輪
場
の

２
階
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

が
ほ
と
ん
ど
な
く
放
置
自
転

車
を
置
く
倉
庫
と
な
っ
て
い

る
が
、
有
効
利
用
の
検
討
を

す
べ
き
だ
。

ス
停
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

へ
の
配
慮
と
し
て
、
屋
根
等

の
設
置
に
つ
い
て
対
応
を
講

ず
る
べ
き
だ
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
に
お
い
て
、
特
定
検
診

の
受
診
者
数
に
つ
い
て
は
、

受
診
率
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

今
後
は
、
通
院
し
て
い
る
人

に
対
す
る
特
定
検
診
受
診
お

よ
び
結
果
持
参
の
勧
奨
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
に
お
い
て
、
公
共
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
延
滞
金
を
徴
収
し
て

い
な
い
が
、
公
平
の
原
則
か

ら
「
遠
賀
町
公
共
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条

例
」
を
順
守
し
、
負
担
金
を

納
入
し
な
い
も
の
に
対
し
て

は
延
滞
金
を
徴
収
す
る
よ
う

講
ず
る
べ
き
だ
。

　

買
い
物
困
難
者
対
策
移
動

販
売
業
務
に
つ
い
て
は
、
町

に
お
い
て
も
、
赤
字
解
消
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
や
対
策
を
講
ず

る
べ
き
だ
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ 放置自転車の倉庫となっている駐輪場

山積みされた生ごみ

指
摘
１

指
摘
４

指
摘
５

指
摘
６

指
摘
７

指
摘
８

指
摘
10

指
摘
９

指
摘
２

指
摘
３

  来年までに検討を！

 10項目の指摘
決算特別委員会から

町執行部へ

～
私
た
ち
が
審
査
し
ま
し
た
～

決
算
特
別
委
員
会

平成 27 年度一般会計と９特別
会計の歳入歳出決算について、
各担当課から主要施策の事業実
績を中心に概要聴取を行い、予
算がどのように事務事業に反映
されたかを審査しました。

審査報告審査報告
決算特別委員会決算特別委員会

9月6日〜13日9月6日〜13日

平成27年度平成27年度
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遠
賀
霊
園
の
空
き
区
画

は
あ
る
の
か
。

利用者が少ないパットゴルフ場

町のオリジナルポロシャツ

を
修
繕
す
る
方
法
で
い
か
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

数
は
い
く
ら
か
。

　

ま
た
、
最
終
的
な
目
標
値

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

附
属
機
関
の
設
置

（
全
員
一
致
可
決
）

　

芦
屋
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ

く
り
構
想
の
策
定
等
に
関
し

調
査
、
検
討
を
行
い
、
町
長

に
意
見
を
述
べ
る
た
め
、「
芦

屋
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り

構
想
検
討
委
員
会
」
を
設
置

す
る
も
の
。

　

任
期
は
３
年
以
内
と
し
、

組
織
は
、
学
識
ま
た
は
専
門

的
知
識
を
有
す
る
者
、
住
民

の
代
表
者
、
そ
の
他
町
長
が

必
要
と
認
め
る
者
の
10
人
以

内
で
構
成
さ
れ
る
。

町
道
路
線
の
認
定

（
全
員
一
致
認
定
）

　

高
家
住
環
境
整
備
事
業
区

画
に
、
濱
村
産
業
株
式
会
社

が
工
場
を
建
設
す
る
た
め
、

高
家
２
号
線
（
上
別
府
公
民

館
か
ら
宮
ノ
下
公
園
間
）
を

整
備
し
町
道
と
し
て
認
定
す

る
も
の
。

老
良
・
上
別
府
線
（
２
工
区
）

地
盤
改
良
工
事
請
負
契
約
の

締
結

（
全
員
一
致
可
決
）

　

老
良
・
上
別
府
線
（
２
工

区
）
地
盤
改
良
工
事
の
請
負

契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

▽
入
札
の
方
法

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

５
５
０
８
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

北
辰
建
設
株
式
会
社

　

遠
賀
支
店

▽
工
期

　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で１工区との接続が待たれる２工区

遠賀霊園の空き区画

西
鉄
バ
ス
へ
の
負
担
金

が
毎
年
増
え
て
い
る
が
、

墓
地
は
全
部
で
、
５
５

０
０
基
ほ
ど
あ
り
、
現

在
、
89
基
の
空
き
区
画
が
あ

る
。

　

空
き
区
画
に
対
し
て
は
、

最
初
の
１
年
目
は
町
内
者
を

優
先
し
て
募
集
を
行
い
、
２

年
目
以
降
は
、
町
外
者
に
も

随
時
、
申
し
込
み
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
１
年
間
の
発
行
目
標

１
年
間
で
の
発
行
数
は
、

１
６
０
０
枚
程
度
発
行

で
き
れ
ば
順
当
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

最
終
的
に
は
、
国
の
目
標

値
の
80
％
に
到
達
で
き
る
よ

う
に
努
力
を
す
る
。

総
合
運
動
公
園
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
と
パ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
が
少
な

い
。
他
の
施
設
に
改
修
す
る

予
定
は
な
い
か
。

駅
南
開
発
に
伴
う
土
地

利
用
が
未
定
の
た
め
、

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
や
緑
の
広

場
の
改
修
は
、
現
在
の
と
こ

経
営
努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
（
ニ
モ

カ
）
カ
ー
ド
で
の
筑
豊

電
鉄
と
の
乗
り
継
ぎ
割
引
の

実
施
や
、
ポ
イ
ン
ト
制
導
入

の
検
討
な
ど
、
企
業
経
営
努

力
は
行
っ
て
い
る
と
思
う
。

大
寒
波
に
よ
り
、
小
中

学
校
の
水
道
管
の
修
繕

が
多
発
し
、
多
額
の
予
備
費

が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　

被
害
を
最
小
限
に
す
る
対

策
を
考
え
る
べ
き
だ
。

露
出
管
に
は
、
保
温
管

を
巻
く
措
置
を
し
て
い

る
が
、
今
回
は
、
近
年
ま
れ

に
見
る
寒
波
で
、
保
温
管
で

は
対
応
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
水
道
管
の
老
朽
化

で
あ
れ
ば
、
全
面
的
に
掘
り

返
す
必
要
が
あ
り
、
か
な
り

大
規
模
な
工
事
に
な
る
。
そ

の
た
め
、
故
障
が
出
た
箇
所

町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
の
色
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
選
択
肢
を
増
や

す
た
め
に
、
何
色
か
を
作
成

す
る
考
え
は
な
い
か
。

多
色
に
す
る
と
価
格
の

問
題
も
あ
る
。
多
色
に

す
る
こ
と
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果

が
高
く
な
る
の
か
も
含
め
、

検
討
し
た
い
。

ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
空
き
区
画
の
募
集

は
、
町
内
者
と
町
外
者
に
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

A

A

A

A

A

A

契
　

約　

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

条
例
改
正

町
道
認
定

こ
ん
な
質
疑
も
あ
り
ま
し
た
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（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
２
回
目
の
補
正
予
算
は
、
１
億
２
９
３
７
万
円
を
減
額

し
、
予
算
規
模
は
75
億
１
５
４
２
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金

３
３
９
万
円

　

町
内
３
保
育
園
へ
の
保
育

業
務
シ
ス
テ
ム
導
入
費
、
お

よ
び
南
部
保
育
園
へ
の
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
４
台
の
設
置
費
。

　

保
育
業
務
シ
ス
テ
ム
導
入

は
、
登
園
管
理
や
保
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
管
理
な
ど
、
保

育
士
業
務
の
負
担
軽
減
を
目

的
と
す
る
も
の
。

委
託
料

１
０
０
０
万
円

　

町
道
老
良
・
上
別
府
線
改

良
事
業
に
関
す
る
測
量
・
設

計
委
託
料
。

予
防
接
種
料

１
４
８
万
円

　

平
成
28
年
度
か
ら
新
規
に

【
主
な
も
の
】

移
（
注
）

住
定
住
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
Ａ
プ
ラ

ン
事
業
計
画
策
定
業
務
委
託

料

５
０
０
万
円

　

地
方
戦
略
実
施
計
画
の
一

環
と
し
て
、
各
自
治
体
に
お

い
て
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
事
業
を
活
用
し
、
人
口
増

・
戦
略
促
進
を
図
る
た
め
に
、

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

「
定
住
促
進
計
画
」
に
基
づ

い
て
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
も

の
。

（
注
）
移
住
定
住
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
Ａ

プ
ラ
ン

　

今
回
、
取
り
組
む
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｍ

Ａ
プ
ラ
ン
は
、
販
売
促
進
の
手

法
を
応
用
し
て
、
移
住
・
定
住

を
促
進
す
る
た
め
の
実
施
計
画

と
す
る
も
の
。

実
施
設
計
委
託
料
及
び
工
事

請
負
費

１
５
５
４
万
円

　

ふ
れ
あ
い
農
園
の
プ
レ
ハ

ブ
倉
庫
建
て
替
え
工
事
を
行

う
も
の
。

　

予
算
は
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
活
用
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

（
全
員
一
致
可
決
）

１
２
５
９
万
円

　

退
職
被
保
険
者
数
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
高
額
療

養
費
対
象
者
が
増
加
し
た
た 老朽化したふれあい農園の倉庫

実
施
す
る
乳
児
の
Ｂ
型
肝
炎

の
予
防
接
種
料
。

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

推
進
補
助
金

65
万
円

　

浅
木
病
院
の
介
護
者
負
担

軽
減
お
よ
び
要
介
護
者
の
自

立
支
援
の
た
め
、
介
護
用
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
に
対
し
て
補
助

す
る
も
の
。

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

等
施
設
整
備
補
助
金

４
５
１
万
円

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
か
が

や
き
』
内
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
設
置
に
対
し
て
補
助
す
る

も
の
。

財
産
処
分（

全
員
一
致
可
決
）

　

高
家
地
域
の
用
地
を
町
内

経
済
の
振
興
を
図
る
た
め
、

企
業
用
地
と
し
て
処
分
す
る

も
の
。

●
財
産
の
処
分　

　

土
地

●
所
在　

　

大
字
上
別
府
１
４
７
０
番

　

地
●
面
積

　

１
万
３
３
９
㎡

●
売
買
金
額

　

８
１
３
2
万
円

●
契
約
の
相
手
方

　

濱
村
産
業
株
式
会
社

（
北
九
州
市
）

め
、
負
担
金
を
増
額
す
る
も

の
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
全
員
一
致
可
決
）

２
６
０
万
円

　

広
域
連
合
へ
の
保
険
料
等

負
担
金
の
増
加
に
よ
る
も
の
。

学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

（
全
員
一
致
可
決
）

６
２
６
万
円
減
額

　

食
育
交
流
・
防
災
セ
ン
タ

ー
周
回
道
路
舗
装
工
事
請
負

費
の
入
札
執
行
残
お
よ
び
配

送
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の
備
品
購

入
費
の
入
札
執
行
残
に
よ
る

も
の
。

土
地
取
得
特
別
会
計

（
全
員
一
致
可
決
）

８
１
３
２
万
円

　

町
有
地
売
却
に
よ
る
不
動

産
売
払
収
入
。

　

内
容
と
し
て
は
、
企
業
誘

致
の
た
め
、
高
家
２
号
線
の

一
部
拡
幅
舗
装
工
事
等
の
実

施
設
計
業
務
委
託
料
。
残
り

は
土
地
開
発
基
金
元
金
と
し

て
積
み
立
て
る
も
の
。

この土地に新たな企業が進出

スプリンクラー設置予定の室内

特
別
会
計
補
正
予
算

       

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

平成28年度

1
億
2
9
3
7
万
円 

減  

額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

財
産
の
処
分

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）
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賛否が分かれた議案（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）

議席番号 １２３４５６７８９10 11 12 13

会議名 浜
岡
仲
摩
尾
下
二
村
萩
尾
田
代
濵
田
中
野
加
藤
仲
野
織
田
萩
本
古
野

９月
定例会

平成２７年度遠賀町一般会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○▲○○○○○○（
議
長
）

平成２７年度遠賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○▲○○○○○○
平成２７年度遠賀町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○▲○○○○○○

 ※ 全員一致の議案は除いています。

　

８
月
10
日
、
本
会
議
場
に

て
、
遠
賀
高
校
の
生
徒
会
を

中
心
と
し
た
13
人
の
皆
さ
ん

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、『
議
会
は
、

町
民
等
と
町
政
全
般
に
わ
た

る
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の

意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

機
会
を
設
け
る
』
と
の
遠
賀

町
議
会
基
本
条
例
に
従
い
、

平
成
27
年
11
月
の
区
長
会
と

の
意
見
交
換
会
に
続
き
、
２

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
議
員
席

に
、
各
議
員
は
執
行
部
席
に

座
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
入

っ
た
議
場
の
雰
囲
気
に
生
徒

の
皆
さ
ん
も
緊
張
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

最
初
に
全
員
の
自
己
紹
介

を
行
い
、
そ
の
後
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
議

会
の
構
成
や
組
織
、
議
案
の

審
議
の
進
め
方
な
ど
の
概
要

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
も
普
段
触

れ
る
こ
と
の
な
い
議
会
の
話

に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
議
員

に
対
す
る
質
問
で
は
、

・
議
員
の
給
料
（
報
酬
）

・
選
挙
に
か
か
る
費
用

・
議
員
に
な
ろ
う
と
し
た
動

　

機

遠
賀
高
校
生
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

・
議
員
の
普
段
の
生
活
、
一

　

日
の
流
れ

な
ど
、
率
直
な
質
問
が
飛
び

交
い
、
議
員
も
生
徒
の
皆
さ

ん
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
分
か

り
や
す
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
の
皆
さ
ん
か

ら
の
要
望
で
は
、

『
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
、
若
者
が

集
ま
る
店
や
商
業
施
設
を
増

や
し
て
ほ
し
い
』

『
通
学
路
に
歩
道
や
自
転
車

専
用
通
路
な
ど
を
設
置
し
て

ほ
し
い
』

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本

数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
』

『
通
学
路
の
危
険
な
場
所
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て

ほ
し
い
』

『
遠
賀
町
の
指
定
文
化
財
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
町
外

の
人
を
集
め
て
ほ
し
い
』

な
ど
、
若
者
の
貴
重
な
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
緊
張
し
て
い
た

生
徒
の
皆
さ
ん
も
、
時
間
と

と
も
に
打
ち
解
け
、
休
憩
中

は
議
員
と
談
笑
し
た
り
、
発

言
中
に
も
笑
顔
が
出
た
り
と
、

和
気
あ
い
あ
い
の
意
見
交
換

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
の
後
は
議
長

席
を
中
心
に
生
徒
全
員
で
記

念
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

議
会
に
接
す
る
こ
と
が
少
な

い
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
今

回
の
意
見
交
換
会
を
機
に
、

さ
ら
に
政
治
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

緊張して席に座る生徒の皆さん

たくさんの意見を交換しました

閉会後に議場で記念撮影

教
育
委
員
会
委
員

（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
選
任
す
る
も
の
。

　

山
中　

功
吉　

さ
ん

（
別
府
）

　

平
田　

多
賀
子　

さ
ん

（
東
和
苑
）

●
任
期

　

平
成
28
年
11
月
11
日

　

平
成
32
年
11
月
10
日

　

（
山
中
さ
ん
は
平
成
31
年

　
　

11
月
10
日
ま
で
）

職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員

（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度

選
任
す
る
も
の
。

　

中
西　

俊
博　

さ
ん

（
小
倉
北
区
）

　

中
村　

優
美
子　

さ
ん

（
広
渡
）

　

行
事　

和
美　

さ
ん

（
松
の
本
）

●
任
期

　

平
成
28
年
10
月
23
日

　

平
成
30
年
10
月
22
日

人
事
案
件

議案名 議員名



※ 一般質問の議事録は、遠賀町ホームページ
  （http://www.town.onga.lg.jp/）で公開します。
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一 般 質 問
9 月  7 日

性
の
登
用
促
進
に
努
め
て
い

る
が
、
審
議
会
委
員
の
構
成

が
充
て
職
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
事
情
も
あ
り
、
女
性
委

員
の
い
な
い
審
議
会
も
あ
る
。

　

充
て
職
委
員
の
要
件
の
見

直
し
が
必
要
で
、
こ
れ
が
目

標
達
成
の
カ
ギ
と
考
え
て
い

る
。

　

審
議
会
の
女
性
登
用
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
意

識
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

本
町
の
審
議
会
の
女

性
の
登
用
率
は
、
平
成
27
年

４
月
１
日
現
在
、
25
・
７
％

だ
。
町
の
目
標
は
、
平
成
31

年
度
ま
で
に
30
％
に
引
き
上

げ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
見

通
し
を
尋
ね
る
。

各
担
当
課
で
は
、
女

女
性
参
画
の
重
要
性

現
在
、
防
災
分
野
に

も
男
女
共
同
参
画
の
視
点
が

必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
は
、
23
の
自
主
防

は
、
各
地
区
で
も
認
識
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
理
由
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
な
か
な
か
進

ま
な
い
と
い
う
悩
み
も
あ
る

よ
う
だ
。

　

あ
く
ま
で
も
自
主
防
災
組

織
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
思
決

定
権
を
持
っ
た
団
体
で
あ
り
、

そ
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
各
組
織
が
決
め
る
こ

と
で
、
行
政
が
こ
う
あ
る
べ

き
だ
と
押
し
付
け
る
こ
と
は

い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
る
。

　

た
だ
、
各
地
区
の
自
主
防

災
組
織
と
女
性
防
火
・
防
災

ク
ラ
ブ
の
連
携
な
ど
も
自
主

防
災
組
織
へ
の
女
性
参
画
に

繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

国
の
指
針
の
中
に
も

避
難
所
を
運
営
す
る
組
織
の

中
に
女
性
参
画
の
必
要
性
が

謳う
た

わ
れ
て
い
る
の
で
、
し
っ

か
り
と
明
記
し
て
い
き
た
い
。

（
注
）
充
て
職

　

あ
る
職
に
就
い
て
い
る
人
に
、

他
の
職
を
兼
任
さ
せ
る
こ
と
。

審議会の女性の登用率を30
％にする見通しは

充
（注）

て職委員の要件見直しが目標達
成のカギだ

過
去
に
起
こ
っ
た
大

き
な
災
害
で
は
、
避
難
所
で

女
性
が
直
面
す
る
問
題
と
し

て
、
１
番
目
に
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
や
衛
生
面
な
ど
生
活
に
関

わ
る
こ
と
、
２
番
目
に
避
難

所
の
運
営
に
女
性
が
十
分
に

参
画
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、

物
資
や
環
境
の
改
善
が
な
か

な
か
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
の
防
災
計
画
見
直
し

の
際
に
は
、
女
性
が
避
難
所

の
運
営
に
参
画
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

市町村の審議会等における女性委員の登用状況
（平成 27 年４月１日現在）

市町村名 審議会等数
うち女性委

員を含む数
総委員数

うち女性委

員を含む数

女性比率

（％）

県内

順位

久留米市 79 79 1,104 485 43.9 1

中間市 29 26 411 149 36.3 10

岡垣町 23 22 221 76 34.4 12

遠賀町 22 21 187 48 25.7 34

芦屋町 29 24 284 72 25.4 35

水巻町 36 31 437 107 24.5 39

災
組
織
が
あ
る
が
、
女
性
の

参
画
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

自
主
防
災
組
織
に
も
っ
と
女

性
が
参
画
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
だ
。

　

こ
の
こ
と
は
、
本
町
の
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
の
中

で
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
尋
ね
る
。

　

ま
ず
は
、
自
主
防
災
組
織

が
抱
え
る
課
題
等
の
把
握
に

努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
の
防
災
分
野
の
重
要
性
へ

の
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

はぎ もと         えつ   こ

萩 本 　 悦 子

町  

長

町  

長

町  

長

議
員

議
員

議
員 審

議
会
の
女
性
の
登

用
率

防
災
分
野
に
も
女
性

の
参
画
を

一
般
質
問
と
は
…
年
４
回
行
わ
れ
る
定
例
会
で
、
議
員
が
町
に
対
し
て
現
行
政
策
の
見
直
し
や

新
規
政
策
を
提
言
す
る
議
員
の
重
要
な
活
動
の
一
つ
で
す
。
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最
大
降
雨
量
に
遠
賀
川
の
堤
防
は

耐
え
ら
れ
る
の
か

橋
」
上
流
域
で
12
時
間
雨
量

５
９
２
㎜
の
降
雨
を
想
定
し
、

作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

想
定
降
雨
量
は
、
前
回
の

24
時
間
４
０
５
㎜
と
比
べ
大

き
く
増
え
た
。

国
土
交
通
省
遠
賀
川

河
川
工
事
事
務
所
が
新
た
に

作
成
し
た
洪
水
浸
水
想
定
区

域
の
概
要
を
尋
ね
る
。

直
方
市
の
「
日
の
出

準
備
組
合
で
は
、
縮

小
し
た
面
積
で
計
画
ど
お
り

開
発
す
る
方
向
で
あ
る
。
ま

た
、
完
了
は
組
合
設
立
か
ら

５
年
は
か
か
る
と
思
う
。

本
年
４
月
の
土
地
区

画
整
理
準
備
組
合
総
会
で
、

施
工
区
域
が
約
66‌

ha
か
ら
46‌

ha
に
縮
小
し
た
。
平
成
30
年

度
に
組
合
設
立
を
目
指
し
て

い
る
。

遠
賀
川
の
氾は

ん

濫ら
ん

の
危

遠
賀
川
河
川
工
事
事

た
い
。

　

し
か
し
、
国
交
省
で
は
避

難
勧
告
を
出
す
意
味
で
の
最

大
限
の
降
雨
量
の
想
定
を
し

た
と
言
っ
て
い
る
。

遠
賀
川
駅
南
開
発
は
、

計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
。

施
工
区
域
の
縮
小
で

計
画
ど
お
り
開
発
が
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
開
発
完
了
は

何
年
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
は
快
速
電
車
の

停
車
要
件
と
し
て
、
乗
降
客

数
、
駅
の
利
便
性
、
列
車
の

駅
南
の
開
発
に
合
わ

せ
て
、
遠
賀
川
駅
に
快
速
電

国交省は遠賀川堤防の嵩
かさ

上
げをする考えはあるのか

現状で堤防は耐えうるとの考えで、
補強の考えはない

険
度
が
増
加
す
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
堤
防
の
嵩
上
げ
な

ど
新
た
な
対
策
を
講
ず
る
考

え
が
あ
る
の
か
。

小
学
５
・
６
年
生
の

英
語
が
４
年
後
の
平
成
32
年

度
に
正
式
な
教
科
に
な
る
。

授
業
時
間
の
確
保
や
教
師
の

対
応
が
で
き
る
の
か
。

時
間
割
編
成
は
非
常

に
厳
し
い
。
今
考
え
て
い
る

の
は
、
15
分
の
短
時
間
学
習

や
土
曜
日
や
夏
休
み
の
活
用

な
ど
で
あ
る
。
教
員
の
研
修

を
積
み
上
げ
の
他
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
含

め
外
部
人
材
の
確
保
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
も

　

「
駅
南
地
域
の
無
電
柱
化
」

　

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

務
所
で
は
現
状
で
堤
防
は
耐

え
う
る
と
の
考
え
で
、
補
強

の
考
え
は
な
い
。

公
表
さ
れ
た
新
た
な

洪
水
浸
水
想
定
区
域
で
は
、

本
町
面
積
の
56
％
が
浸
水
す

る
状
況
で
、
住
民
が
不
安
に

な
る
。
遠
賀
川
堤
防
の
補
強

を
要
請
す
べ
き
だ
。

停
車
本
数
、
駅
間
の
距
離
な

ど
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定

し
て
い
る
。
一
つ
で
も
多
く

要
件
を
満
た
す
よ
う
に
努
力

し
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
行
い
た

い
。

補
強
を
し
ろ
と
言
い

車
の
停
車
を
実
現
す
べ
き
だ
。

 お    だ　       たか のり

織 田 　 隆 徳

教
育
長

町  

長

町  

長
町  

長

町  

長
町  

長
町  

長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員 堤

防
の
嵩
上
げ
を
す

る
考
え
が
あ
る
の
か

遠
賀
川
駅
南
開
発
の

進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
は

小
学
校
の
英
語
教
科

化
へ
の
対
応
は

遠
賀
川
駅
に
快
速
電

車
の
停
車
を
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元
気
で
卓
球
に
汗
す
る
中
高
年
男
女

て
い
る
6
団
体
は
把
握
し
て

い
る
が
、
地
区
公
民
館
等
で

自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
自

治
区
の
卓
球
ク
ラ
ブ
の
詳
細

ま
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

各
自
治
区
で
体
育
セ

ン
タ
ー
や
公
民
館
を
利
用
し

て
卓
球
の
練
習
を
し
て
い
る

６
団
体
が
あ
る
が
、
そ
の
実

態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
か
。体

育
協
会
に
加
盟
し

全
て
の
こ
と
な
の
か
、

そ
れ
と
も
方
針
、
目
標
、
会

費
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
も
指

し
て
い
る
の
か
。
中
身
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。

教
育
委
員
会
は
状
況

が
ど
う
な
の
か
、
無
関
心
で

は
い
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ク
ラ
ブ
数
で
な
く
中
身

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ク
ラ
ブ
数
は
把
握
し

て
い
る
が
、
中
身
は
把
握
し

て
な
い
と
の
答
弁
だ
が
そ
の

よ
う
に
理
解
し
て
良
い
か
。

指
摘
の
と
お
り
他
町

で
は
充
実
し
て
い
る
と
聞
く

が
基
本
的
に
は
日
常
の
利
用

者
数
や
卓
球
人
口
に
応
じ
て

整
備
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
照
明
は
球
切
れ
の

際
に
取
り
替
え
て
い
る
。

町
長
部
局
と
予
算
の

折
衝
が
あ
る
の
で
計
画
を
た

て
て
や
っ
た
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

郡
内
の
卓
球
大
会
を

小
学
校
で
開
催
し
て
い
る
の

は
本
町
だ
け
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
大
会
を

開
催
し
た
い
と
の
要
望
が
来

て
い
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

本町卓球クラブの活動につ
いて実態を把握しているか

体育協会に加盟している６団体に
ついては把握している

　
　
　

全
て
の
こ
と
を
把
握

す
る
こ
と
は
困
難
で
、
全
て

は
把
握
し
て
い
な
い
。

今
、
質
問
が
あ
っ
た

よ
う
に
郡
大
会
は
小
学
校
で

行
っ
て
い
る
が
、
ど
の
会
場

で
開
催
す
る
か
は
、
卓
球
協

会
が
判
断
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
。郡

大
会
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
こ
と
に
は
、
特
段
、
規
制

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
良
い

の
か
。

会
場
に
つ
い
て
は
、

町
長
部
局
と
話
し
合

卓
球
協
会
が
判
断
す
べ
き
で
、

今
ま
で
の
経
緯
か
ら
教
育
委

員
会
か
ら
指
定
す
る
こ
と
は

な
い
。

体
育
館
内
に
卓
球
台

が
７
台
、
照
明
は
電
球
色
で
、

球
が
反
射
し
て
や
り
づ
ら
い

と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
い

っ
き
に
整
備
を
す
れ
ば
多
額

の
予
算
が
伴
う
の
で
計
画
的

に
整
備
を
し
て
行
く
考
え
は

な
い
か
。

い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
も

　

「
遠
賀
南
中
学
校
の
卓
球
部

　

部
活
動
」

　

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長 公

民
館
で
卓
球
ク
ラ

ブ
の
活
動
状
況
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
の
開
催
は

体
育
館
内
を
計
画
的

に
整
備
す
る
考
え
は

はま  おか　      みね さと

浜 岡 　 峯 達

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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策
定
さ
れ
た
「
福
岡
県
子
ど

も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」

を
調
査
研
究
し
実
現
可
能
な

対
策
等
を
検
証
し
て
い
き
た

い
。

国
の
「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
大
綱
」
で
は
、
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
検
討
の

場
の
設
置
、
ま
た
計
画
の
策

定
が
謳
っ
て
あ
る
が
本
町
で

も
必
要
で
は
な
い
か
。

国
の
大
綱
を
勘
案
し
、

現
在
、
集
会
所
事
業

国
会
で
「
部
落
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
案
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。

法
律
が
成
立
す
る
と
本
町
の

施
策
に
影
響
す
る
と
思
う
が

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

て
差
別
を
固
定
化
・
永
久
化

す
る
も
の
だ
。

　

平
成
14
年
に
国
の
同
和
対

策
事
業
は
終
結
し
、
法
務
省

人
権
擁
護
局
の
調
査
で
は
平

成
27
年
同
和
問
題
は
０
・
６

％
に
す
ぎ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
同
和
問
題
の
解

決
に
血
の
に
じ
む
努
力
を
続

け
て
き
た
人
々
を
裏
切
る
法

案
だ
。
町
は
反
対
の
声
を
国

に
突
き
つ
け
る
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

子どもの貧困対策について
検討、また計画が必要では

国や県の計画を調査研究し実現可
能な対策等を検証していきたい

子
ど
も
の
貧
困
対
策

を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
本

町
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
子
ど

も
が
貧
困
な
の
か
実
態
を
調

査
し
、
ど
う
い
う
対
策
を
と

る
の
か
目
標
を
決
め
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。　

厚
生
労
働
省
の
調
査

で
子
ど
も
の
貧
困
率
は
16
・

３
％
だ
が
、
本
町
に
は
調
査

デ
ー
タ
は
な
い
。
実
態
把
握

は
重
要
だ
と
考
え
る
。
把
握

に
努
め
た
い
。　

等
の
一
般
対
策
事
業
は
本
町

の
実
情
に
応
じ
て
実
施
し
て

お
り
、
相
談
体
制
も
広
域
隣

保
活
動
事
業
生
活
相
談
員
設

置
条
例
を
制
定
し
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

教
育
お
よ
び
啓
発
に
つ
い

て
も
、
人
権
教
育
・
啓
発
基

本
計
画
お
よ
び
実
施
計
画
を

定
め
、
施
策
を
実
情
に
応
じ

て
実
施
し
て
い
る
。

　

影
響
は
現
時
点
で
は
不
透

明
だ
が
、
国
お
よ
び
他
の
地

方
公
共
団
体
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
適
切
な
役
割
分

担
を
踏
ま
え
て
取
り
組
む
か

と
い
う
部
分
と
考
え
て
い
る
。

法
案
は
部
落
差
別
を

本
町
は
昭
和
48
年
か

ら
同
和
対
策
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
長
年
、
地
域
地
区
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
こ

こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

　

同
和
問
題
が
解
決
さ
れ
る

ま
で
は
法
案
の
成
否
に
か
か

わ
ら
ず
、
本
町
の
実
情
に
応

じ
た
必
要
最
低
限
の
取
り
組

み
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
ん
だ
と
い
う
強
い
理
念
の

下
で
同
和
対
策
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
部
落
差
別
を
な

く
す
こ
と
を
一
番
の
課
題
に

し
て
い
る
。

解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
。

新
た
な
差
別
を
掘
り
起
こ
し

貧困率の年次推移

平成 15 年 平成 18 年 平成 21 年 平成 24 年

子どもの貧困率 13.7％ 14.2％ 15.7％ 16.3％

（平成 25 年国民生活基礎調査）

子
ど
も
の
貧
困
は
調

査
と
対
策
が
必
要

部
落
差
別
解
消
推
進

法
案
へ
の
考
え
は

町  

長

町  

長

町  

長

町  
長

議
員

議
員

議
員

議
員

 た     しろ　      じゅん    じ

田 代 　 順 二
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傍 

聴 

者 

　 

一
言

か
ら

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
遠
賀
町
議
会
事
務
局　

☎
０
９
３(

２
９
３)

１
２
３
５　

e-m
ail : gikaijim

ukyoku@
tow

n.onga.lg.jp

発
行
／
福
岡
県
遠
賀
郡
遠
賀
町
議
会　

☎︎
０
９
３（
２
９
３
）１
２
３
５

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

遠
賀
議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

議
　
長

　
古
野
　
修

議
会
広
報

　
　
　
常
任
委
員
会

委
員
長

　

中
野
　
嘉
徳

副
委
員
長

　

萩
本
　
悦
子

委
　
員

　
浜
岡
　
峯
達

　
仲
摩
　
靖
浩

　
尾
下
　
康
文

　
濵
田
　
竜
一

次回の定例会は12月です
詳しい日程は、11 月下旬に遠賀町ホームページ
　　　　　　　　　　（http://www.town.onga.lg.jp/）でお知らせします。

お気軽
に傍聴

に

お越し
くださ

い。

本会議の様子は、以下の場所でライブ中継を行います。
遠賀町役場・遠賀町中央公民館・ふれあいの里センター・駅前サービスセンター
※遠賀町ホームページからも、視聴することができます。

　

「
想
定
外
」
…
災
害
が
起

き
る
度
に
必
ず
耳
に
す
る
言

葉
だ
。

　

昨
年
９
月
、
豪
雨
に
よ
り

鬼
怒
川
が
氾
濫
し
、
約
３
７

０
０
戸
が
全
半
壊
し
た
。

　

今
年
９
月
の
台
風
10
号
は

八
丈
島
の
東
で
発
生
、
岩
手

県
、
北
海
道
を
襲
い
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
高
齢

者
施
設
で
９
人
が
犠
牲
と
な

り
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
で
被
害
が
拡
大
し
た
。
太

平
洋
側
か
ら
上
陸
し
た
初
め

て
の
台
風
と
な
っ
た
。

　

本
町
は
、
住
民
の
生
命
、

身
体
お
よ
び
財
産
を
災
害
か

ら
保
護
し
、
被
害
の
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
遠
賀
町
地
域
防
災
計
画
」

を
、
平
成
29
年
度
中
に
大
幅

に
見
直
す
こ
と
と
し
た
。

　

水
害
や
熊
本
地
震
を
踏
ま

え
、
備
蓄
品
の
確
保
や
防
災

対
策
を
備
え
た
食
育
交
流
・

防
災
セ
ン
タ
ー
に
「
想
定
外
」

は
な
い
と
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

尾
下　

康
文

 
 

全力を出し切るぞ

　

９
月
17
日
・
18
日
、
戸
田

公
園
漕そ
う

艇て
い

場
（
埼
玉
県
）
で

行
わ
れ
た
第
25
回
全
国
市
町

村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会
に
、

お
ん
が
の
赤
し
そ
、
ロ
ッ
ク

べ
ア
ー
ズ
、
遠
賀
町
議
会
の

３
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

戸
田
市
は
、
今
年
、
市
制

50
周
年
を
迎
え
、
会
場
と
な

っ
た
戸
田
公
園
漕
艇
場
も
、

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
埼
玉
国
体
の
舞
台
と

な
っ
た
所
で
す
。

　

地
元
の
方
か
ら
は
「
４
年

後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、

わ
が
市
で
迎
え
た
い
」
と
の
、

熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
の
市
町

村
紹
介
で
は
、
特
産
品
の
赤

し
そ
ド
リ
ン
ク
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
そ
の
後
、
会
場
内
の
皆

さ
ん
に
試
飲
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

赤
し
そ
ド
リ
ン
ク
を
既
に

知
っ
て
い
る
方
も
多
く
、
今

ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
を

感
じ
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
、
議
会
チ
ー
ム

は
僅
差
で
準
決
勝
進
出
と
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ロ

ッ
ク
べ
ア
ー
ズ
が
、
２
分
19

秒
04
で
見
事
優
勝
し
、
長
年

の
夢
を
果
た
し
ま
し
た
。
お

ん
が
の
赤
し
そ
も
４
位
入
賞

と
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
し

ま
し
た
。

　

遠
賀
川
を
利
用
し
た
お
ん

が
レ
ガ
ッ
タ
も
、
今
年
で
18

回
目
と
な
り
、
参
加
チ
ー
ム

も
年
々
増
加
す
る
中
、
本
町

の
レ
ガ
ッ
タ
力
が
、
確
実
に

上
が
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感

し
た
大
会
で
し
た
。

問
の
時
は
、
話
が
白
熱
し
て

い
て
す
ご
い
な
、
と
思
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　

黒
田　

有
希

　

あ
ま
り
、
こ
う
い
う
体
験

が
で
き
な
い
中
で
、
話
が
聞

け
て
、
と
て
も
白
熱
し
た
一

般
質
問
で
し
た
。

　
　
　
　
　

野
田　

颯そ
う

太た

郎ろ
う

　

一
般
質
問
が
と
て
も
詳
し

く
説
明
し
た
り
し
て
あ
っ
て
、

と
て
も
遠
賀
町
に
つ
い
て
熱

心
に
考
え
て
い
て
驚
き
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　

春
野　

光こ
う

琳り
ん

　

ま
た
、
寿
大
学
、
政
治
学

級
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
議
会

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
遠
賀

町
の
動
き
が
よ
く
分
か
る
の

で
、
す
ご
く
よ
か
っ
た
、
と

い
う
意
見
の
反
面
、
抽
象
的

な
質
問
や
答
弁
で
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
声
も

あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
・
７
日
、
遠
賀

南
中
学
校
の
職
場
体
験
で
３

人
の
生
徒
が
議
会
傍
聴
に
来

ら
れ
ま
し
た
。

　

６
日
に
は
、
議
案
質
疑
、

７
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
に

は
、
寿
大
学
や
政
治
学
級
の

皆
さ
ん
も
議
会
傍
聴
に
来
ら

れ
、
議
員
と
町
長
の
や
り
取

り
を
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

遠
賀
南
中
学
校
の
皆
さ
ん

の
感
想
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
の
質
疑
の
時
は
、
予

算
の
話
だ
け
し
か
、
話
し
て

い
な
か
っ
た
け
ど
、
一
般
質真剣なまなざしの議会傍聴

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会

第 2 5 回


